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Ⅰ　分析の目的

　「石犂」は、中国の長江下流域の新石器文化、崧沢

文化・良渚文化にみられる大形の磨製石器である。そ

の名称が示すように、耕起具の犂としての用途が想定

されている（牟・宋 1981）。崧沢文化から良渚文化に

かけては、石犂だけでなく石鎌、耘田器など石製農具

の変化、灌漑水田の導入など、稲作技術の転換期とさ

れている（中村 2002）。石犂を犂として積極的に評価

し、その形態的な変遷を明らかにするとともに、墓葬

の副葬品としてのあり方から、社会・生業における位

置付けを探ろうとする研究も進められている（小柳

2006・2017）。

　しかし、「石犂が犂である」という前提については、

否定的な見方も少なからず存在する。近年では、筆者

を含め使用痕研究の視点から、耕起具としての機能に

疑問が呈されている（劉ほか 2013、原田 2015）。

　筆者は浙江省、江蘇省の良渚文化に属す石犂の使用

痕分析を実施し、Ｂタイプ等草本植物に由来する微小

光沢面をはじめ、石犂の使用痕の特徴を明らかにし

た。石器の機能部、操作方法を推定したうえで、耕起

具というよりは低地での除草・伐開に用いられた石器

ではないかとする仮説を提示するにいたった（原田

2015）。

　一方、小柳美樹を中心に、石犂を犂ととして評価す

る立場から、崧沢文化の農耕技術の実態を明らかにす

る研究の一環として、復元石器を用いた実験が企画・

実施された（小柳編 2017）。この研究では、中国崧沢

文化の石犂をモデルとした牽引による耕起実験等を行

い、その使用状況や生産力、耐用度等について検証が

行われている（日吉 2017）。

　筆者は、使用痕分析の立場からこの実験に参加

し、実験石器の使用痕をまとめる機会を得た（原田

2017）。小論はこの分析レポートを加筆・修正し、再

編集したものである。、復元石犂に生じた使用痕を観

察・記録することで、牽引による耕起作業、土との接
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図 1　未使用の実験石器
写真 2　未使用面高倍率
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触によって生じる使用痕の特徴を把握し、考古資料の

使用痕と比較することで、その機能・使用方法の検討

に資することを目的としている。

Ⅱ　実験の概要

１．実験石器

　実験石器のモデルとなった石犂は、浙江省湖州市毘

山遺跡出土の資料である。用いられた石材は、SPH-

1・2 がホルンフェルス製、SPH-3･4 が砂岩製である（図

1）。

　石器の部位の表記は、刃が付けられている面を a 面、

反対の平坦な面をｂ面とする。ａ面の左辺を左刃部、

右辺を右刃部とし、二つの刃縁辺が交わる部分を先端

部、反対を基部として表記する。

　復元石犂は、使用後に石器に生じた変化を比較でき

るように、あらかじめ表面の観察及び顕微鏡等による

写真撮影を行った（図 1 －写真 1・2）。未使用の状態

では、石器表面に無数の擦痕がランダムにみられるが、

これはグラインダー等による表面加工の痕跡である。

これら研磨による加工痕をのぞけば、使用痕等に相当

する摩滅、微小光沢面等は認められない。

２．実験の概要

　牽引実験は複数回行われているが、本稿では使用痕

分析に関係した実験を抜き出し、次のように実験１～

４に整理して記述していく（表１）。実験 1 は未使用

の状態で、実験 2・3 は実験前に再研磨し、それ以前

の実験で生じた痕跡を消去した。

　各実験では、鉄製の角パイプやＬ字鋼で製作した犂

床（図 2 －写真 1）に復元石器を装着し（図 2 －写真

2）、乗用トラクター（あるいは人力、畜力）で牽引し

（図 2 －写真 3）、水田での耕起等の作業を実施した（図

2 －写真 4 ～ 8）。

１）実験１

　2014 年 12 月、宮崎大学の実習水田において実施し

た。使用痕形成に必要な一定程度の作業量を確保する

ために、いずれの石器も累計 1000m に達するまで作

業を行うよう依頼した。犂床への装着角度は、前傾角

度は 35 度とし、水平角度は水平または右に 10 度傾け

たものとがある。

　なお、この実験に筆者は参加しておらず、装着方

法、牽引実験等の詳細を知らされない状態で使用痕の

観察・記録を行った。

２）実験２

　2016年 1月、宮崎大学の実習水田において実施した。

実験１と同様に、収穫後の冬季水田での作業である。

作業量は 1000m で、犂床への装着角度は、前傾角度

は 45 度、水平角度は右に 10 度傾けている。

　この実験では、あらかじめ実験石器に絵の具による

マーカーを付し、その消失等の状況変化を記録するこ

とで、石器のどの部分が土と接触しているのか可視化

しようと試みた（図５）。

３）実験３

　2016 年 5 月、宮崎大学の実習水田において実施し

た。この実験では、膝丈のヒエ、レンゲ、エノコログ

サ、ヨモギ等が繁茂した水田休耕地で、これらの草本

類を根元で土ごとすき取る作業を行った。犂床への装

着は、前傾角度を 10 度におさえ、左右は水平に装着

し、地面の表層を植物の根を含め削り取るように意識
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実験 石器番号 対象 作業 前傾角度 水平角度 主軸角度 作業量 実験日 実験場の状態

実験１

SPH-1 土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田

土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田

SPH-2 土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田

土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田

SPH-3 土 耕起 35 度 0 度 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田

土 耕起 35 度 0 度 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田

SPH-4 土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田

土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田

実験２ SPH-2 土 耕起 45 度 10 度 右傾 0 度 1000m 1/13/2016 収穫後の冬季水田

実験３

SPH-2 草本・土 雑草のすき取り 10 度 0 度 水平 0 度 350m 5/17/2016 水田休耕地、雑草繁茂

SPH-1 草本・土 雑草のすき取り 10 度 0 度 水平 0 度 1000m 5/18/2016 水田休耕地、雑草繁茂

SPH-4 土 耕起 30 度 0 度 水平 15 度左 500m 5/18/2016 水田休耕地

SPH-5 土 耕起 30 度 0 度 水平 0 度 500m 5/18/2016 水田休耕地

実験４

SPH-01 土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 100m 10/23/2016 湛水状態の水田

土 耕起 10 度 0 度 水平 0 度 300m 10/23/2016 湛水状態の水田

SPH-04 土 耕起 10 度 0 度 水平 0 度 150m 10/24/2016 湛水状態の水田

表 1　石犂牽引実験一覧表（使用痕観察関連分）
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図 2　石犂の牽引実験実施状況

写真 1　実験に使用した犂体 写真 2　石犂装着状況

写真 3　トラクターによる牽引 写真 4　耕起作業（実験 3）

写真 5　耕起によって生じた溝状の痕跡　 写真 6　草本類のすき取り（実験 3）

写真８　灌水した水田での耕起（実験 4）写真７　石床にからみついた草本（実験 3）

して作業を行った（図 2 －写真 6）。この実験におい

て、SPH-2 は約 350m 作業をしたところで、犂部分が

土の中に潜り込んでしまい、その加重によって石犂先

端部が破損し、実験が継続できなくなった。あらため

て SPH-1 で 1000m の作業を行った。

　また、この実験では、水田に水を張った状態での耕
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